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「人生 100 年時代？」 イザヤ書 65 章 16～25 節   

 

年
賀
状
で
１
０
５
歳
に
な
ら
れ
た
大
島
教
授
か
ら
返
信
が
あ
り
ま
し
た
。
バ
プ
テ

ス
ト
の
信
仰
を
持
ち
、
多
く
の
著
作
を
な
さ
れ
、
未
だ
研
究
中
と
の
こ
と
で
し
た
。

内
田
良
子
が
親
の
反
対
で
信
仰
を
離
れ
た
時
に
、
船
津
牧
師
の
依
頼
で
鹿
島
迄
同
行

し
て
、
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
恩
人
で
す
。
節
制
と
健
康
管
理
に
も
務
め
て
お
ら
れ

る
の
で
し
ょ
う
。 

 

私
に
は
、
牧
師
さ
ん
た
ち
の
健
康
管
理
が
心
配
で
す
。
多
く
の
牧
師
が
、
顔
も
身

体
も
浮
腫
ん
で
い
て
、
更
に
甘
い
も
の
を
よ
く
食
べ
、
運
動
も
し
て
い
な
い
か
ら
で

す
。
宣
教
師
は
、
身
体
を
壊
す
人
が
多
く
、
帰
国
し
て
も
自
己
管
理
に
は
慣
れ
て
い

な
い
よ
う
で
す
。 
牧
師
さ
ん
た
ち
は
週
一
回
の
安
息
を
守
っ
て
い
な
い
人
も
多

く
、
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。 

 

神
は
、
こ
の
世
界
を
法
則
に
よ
っ
て
治
め
て
い
ま
す
。
水
の
上
を
歩
く
こ
と
は
出

来
ず
、
高
い
所
か
ら
飛
び
降
り
れ
ば
死
に
ま
す
。
食
事
を
摂
ら
な
け
れ
ば
、
飢
え
て

不
健
康
に
な
り
ま
す
。
悪
魔
は
、
イ
エ
ス
様
に
「
神
の
子
な
ら
ば
」
（
マ
タ
イ
４
・

6

）
と
、
そ
れ
ら
の
法
則
を
超
え
て
、
超
自
然
に
生
き
る
よ
う
に
誘
惑
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
イ
エ
ス
様
は
、
「
あ
な
た
の
神
で
あ
る
主
を
試
み
て
は
な
ら
な
い
。
」
（
同

7

）
と
退
け
ま
し
た
。
更
に
、
悪
魔
は
こ
の
世
の
栄
華
を
与
え
よ
う
と
誘
惑
し
ま
し

た
。
イ
エ
ス
様
は
、
栄
華
・
栄
光
を
求
め
る
よ
り
も
む
し
ろ
、
「
主
に
の
み
仕
え
な

さ
い
。
」
（10

）
と
答
え
ま
し
た
。 

 

牧
師
さ
ん
た
ち
は
、
確
か
に
神
に
献
身
し
、
教
会
を
成
長
さ
せ
よ
う
と
努
力
を
し

て
い
ま
す
が
、
ど
う
も
神
の
治
め
た
法
則
を
、
信
仰
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
よ
う
と
し

て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
イ
エ
ス
様
で
さ
え
、
な
さ
ら
な
か
っ
た
の
に
、
多
く
の

人
間
が
な
り
が
ち
な
考
え
方
を
悪
魔
は
用
い
た
の
で
す
。
牧
師
だ
け
で
な
く
、
信
者

も
ま
た
「
悪
魔
の
試
み
」
（
同1

）
を
受
け
る
の
で
す
。 

 

断
食
を
、
健
康
に
良
い
、
な
ど
と
考
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
断
食
は
、
命
が
け
の

神
へ
の
誓
願
で
す
。
信
仰
に
一
生
懸
命
な
ら
ば
、
神
の
祝
福
を
得
る
、
と
考
え
る
の

も
自
己
中
心
で
す
。
私
は
徳
で
あ
れ
、
損
で
あ
れ
、
神
に
仕
え
、
神
の
み
旨
を
果
た

す
こ
と
が
大
事
で
あ
っ
て
、
願
い
は
天
の
御
国
に
迎
え
ら
れ
る
こ
と
で
す
。 

 

弟
子
た
ち
は
、
命
が
け
で
伝
道
し
、
そ
れ
で
も
う
ま
く
行
か
な
い
こ
と
は
多
く
、

殉
教
し
て
い
っ
た
の
で
し
た
。
信
仰
あ
れ
ば
、
神
に
祈
れ
ば
、
う
ま
く
行
く
と
考
え

る
の
は
、
い
つ
の
間
に
か
浸
透
し
た
可
能
性
志
向
の
神
学
で
あ
っ
て
異
端
に
近
い
も

の
で
す
。
信
仰
の
道
と
は
、
十
字
架
の
道
で
す
（
マ
タ
イ
１
６
・24

）
。 

 

「
で
き
る
な
ら
、
と
言
う
の
で
す
か
。
信
じ
る
者
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
で
き

る
の
で
す
。
」
（
マ
ル
コ
９
・23

）
は
、
悪
霊
と
の
戦
い
で
あ
り
、
勝
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
で
す
。
「
わ
た
し
を
信
じ
る
者
は
、
わ
た
し
が
行
う
わ
ざ
を
行
い
、

さ
ら
に
大
き
な
わ
ざ
を
行
い
ま
す
。
わ
た
し
が
父
の
も
と
に
行
く
か
ら
で
す
。
」
（ 

                           

ヨ
ハ
ネ
１
４
・12

）
は
、
自
分
の
為
で
は
な
く
て
、
信
仰
の
戦
い
の
勝
利
の
為
で

す
。
病
の
癒
し
も
、
一
度
は
聞
か
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
は
自
己
管
理
に
任
さ
れ
ま

す
。
神
は
、
ご
自
分
の
定
め
た
法
則
を
、
覆
さ
れ
る
こ
と
は
安
易
に
は
し
ま
せ
ん
。 

 

「
あ
な
た
が
た
の
か
ら
だ
は
、
あ
な
た
が
た
の
う
ち
に
お
ら
れ
る
、
神
か
ら
受
け

た
聖
霊
の
宮
で
あ
り
、
あ
な
た
が
た
は
も
は
や
自
分
自
身
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
な
た
が
た
は
、
代
価
を
払
っ
て
買
い
取
ら
れ
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
自
分

の
か
ら
だ
を
も
っ
て
神
の
栄
光
を
現
し
な
さ
い
。
」
（
Ⅰ
コ
リ
ン
ト
６
・20.21

）
と
あ

る
よ
う
に
、 

 

妻
は
５
年
前
に
大
腸
が
ん
の
切
除
手
術
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
私
の
見

る
と
こ
ろ
、
少
し
不
摂
生
で
、
自
分
に
甘
く
、
情
動
に
左
右
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
し
た
。
確
か
に
、
手
術
は
、
神
様
に
守
ら
れ
、
助
け
ら
れ
癒
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
の
が
ん
治
療
の
詳
細
は
、
雑
誌
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
多
く
の
反
響
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。「
災
い
転
じ
て
益
と
な
る
。」
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。 

命
の
掛
か
っ
た
手
術
後
の
妻
の
自
己
管
理
は
、
大
し
た
も
の
だ
と
感
心
し
て
い
ま

す
。
朝
の
体
操
、
毎
日
の
散
歩
、
十
分
な
サ
プ
リ
メ
ン
ト
摂
取
、
健
康
に
留
意
し
た

食
事
作
り
な
ど
で
す
。
血
液
検
査
も
Ｃ
Ｔ
も
内
視
鏡
も
全
て
、
完
全
緩
解
を
示
し
て

い
ま
し
た
。
最
近
は
、
私
の
方
が
健
康
管
理
に
十
分
で
な
く
、
少
し
衰
え
を
感
じ
て

い
ま
す
。
胆
嚢
切
除
手
術
の
影
響
で
、
タ
ン
パ
ク
質
が
十
分
で
な
く
、
身
体
を
早
く

動
か
す
こ
と
を
怠
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
妻
は
、
８
５
歳
ま
で
医
師
を
続
け
る
と
告

白
し
て
お
り
、
私
も
そ
の
く
ら
い
ま
で
は
と
願
い
、
再
臨
や
終
末
の
備
え
は
し
な
が

ら
も
、
１
０
０
歳
ま
で
は
主
と
共
に
こ
の
地
上
を
過
ご
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
人
口
が
多
い
た
め
に
定
年
制
度
を
設
け
、
早
期
に
引
退
を
促

し
て
、
労
働
力
の
補
充
を
し
て
き
ま
し
た
。
中
国
や
韓
国
で
は
、
５
０
歳
く
ら
い
で

す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
年
齢
を
理
由
に
差
別
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
の
で
、
定

年
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界
の
定
年
制
度
を
調
べ
る
と
、
労
働
者
の
供
給
の
調
整
の

為
で
あ
る
よ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
労
働
力
が
不
足
す
れ
ば
、
定
年
を
遅
く
し
、
足
り

て
い
れ
ば
定
年
を
早
く
す
る
の
で
す
。 

 

多
く
の
人
は
、
仕
事
を
せ
ず
に
楽
な
生
活
を
し
た
い
と
い
う
願
望
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
、
経
済
さ
え
許
せ
ば
、
な
る
べ
く
早
く
引
退
を
し
た
が
る
の
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
生
き
る
活
力
が
な
い
と
、
努
力
を
怠
り
、
心
身
と
も
に
健
康
で
な
く
な
り
、
老

化
が
始
ま
っ
て
長
く
は
生
き
ら
れ
な
く
な
る
の
で
す
。 

 

「
自
分
の
か
ら
だ
を
も
っ
て
神
の
栄
光
を
現
し
な
さ
い
。
」
自
分
の
生
き
方
を
よ
く

管
理
し
て
、
日
々
、
神
を
讃
美
し
、
人
と
交
わ
り
、
喜
び
、
感
謝
を
し
て
い
た
ら
、

そ
れ
が
神
の
栄
光
で
し
ょ
う
。
歳
を
と
り
、
若
い
時
に
は
な
か
な
か
得
ら
れ
な
か
っ

た
充
実
感
と
喜
び
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
終
末
の
危
機
の
中
で
、
人

生
を
味
わ
え
た
ら
幸
い
で
す
。 

                  

 



イザ 65:16 この地で祝福される者はまことの神によっ

て祝福され、この地で誓う者はまことの神によって誓

う。かつての苦難は忘れられ、わたしの目から隠され

るからだ。 

65:17 見よ、わたしは新しい天と新しい地を創造す

る。先のことは思い出されず、心に上ることもない。 

65:18 だから、わたしが創造するものを、いついつま

でも楽しみ喜べ。見よ。わたしはエルサレムを創造し

て喜びとし、その民を楽しみとする。 

65:19 わたしはエルサレムを喜び、わたしの民を楽し

む。そこではもう、泣き声も叫び声も聞かれない。 

65:20 そこにはもう、数日しか生きない乳飲み子も、

寿命を全うしない老人もいない。百歳で死ぬ者は若か

ったとされ、百歳にならないで死ぬ者は、のろわれた

者とされる。 

65:21 彼らは家を建てて住み、ぶどう畑を作って、そ

の実を食べる。 

65:22 彼らが建てて他人が住むことはなく、彼らが植

えて他人が食べることはない。わたしの民の寿命は、

木の寿命に等しく、わたしの選んだ者たちは、自分の

手で作った物を存分に用いることができるからだ。 

65:23 彼らは無駄に労することもなく、子を産んで、

突然その子が死ぬこともない。彼らは【主】に祝福さ

れた者の末裔であり、その子孫たちは彼らとともにい

るからだ。 

65:24 彼らが呼ばないうちに、わたしは答え、彼らが

まだ語っているうちに、わたしは聞く。 

65:25 狼と子羊はともに草をはみ、獅子は牛のように

藁を食べ、蛇はちりを食べ物とし、わたしの聖なる山

のどこにおいても、これらは害を加えず、滅ぼすこと

もない。──【主】は言われる。」 

 

 

 

 

 

Isa 65:16 So that he who blesses himself in the 
earthShall bless himself in the God of truth;And 
he who swears in the earthShall swear by the 
God of truth;Because the former troubles are 
forgotten,And because they are hidden from My 
eyes. 
 65:17 "For behold, I create new heavens and a 
new earth;And the former shall not be 
remembered or come to mind. 
 65:18 But be glad and rejoice forever in what I 
create;For behold, I create Jerusalem as a 
rejoicing,And her people a joy. 
 65:19 I will rejoice in Jerusalem,And joy in My 
people;The voice of weeping shall no longer be 
heard in her,Nor the voice of crying. 
 65:20 "No more shall an infant from there live 
but a few days,Nor an old man who has not 
fulfilled his days;For the child shall die one 
hundred years old,But the sinner being one 
hundred years old shall be accursed. 
 65:21 They shall build houses and inhabit 
them;They shall plant vineyards and eat their 
fruit.  65:22 They shall not build and another 
inhabit;They shall not plant and another eat;For 
as the days of a tree, so shall be the days of My 
people,And My elect shall long enjoy the work of 
their hands.  65:23 They shall not labor in 
vain,Nor bring forth children for trouble;For 
they shall be the descendants of the blessed of 
the Lord,And their offspring with them. 
 65:24 "It shall come to passThat before they call, 
I will answer;And while they are still speaking, 
I will hear. 
 65:25 The wolf and the lamb shall feed 
together,The lion shall eat straw like the ox,And 
dust shall be the serpent's food.They shall not 
hurt nor destroy in all My holy mountain,"Says 
the Lord. 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

1 .  信 仰 に 生 き る キ リ ス ト の 弟 子 の 養 成  
主の弟子は状況に左右されず聖霊に聞き従い、神を信じ人を信じて人々の救いと解放をもたら

す。十字架に死んで神と共に生きるとは、自分と人々の罪からくる咎を覚悟し信仰と希望と愛とを持

って福音の祝福の中に生きることである。キリストの弟子の養成こそ教会の使命である。 
２ ．  真 理 と 祈 り と 讃 美 に 満 ち た 信 仰 生 活 の 指 導  

聖書の教え、真理は人を自由にする。祈りは問題や悩みを解決し、神の御心を確認する。讃美は癒し

と喜びと力を与える。教会はそれらを教え指導し、互いの交わりの中で模範を造り出していく。 
３ ．  キ リ ス ト を 頭 と し て 愛 に よ っ て 結 び 合 わ さ れ た 共 同 体 の 形 成   

教会には多種多様な人々が神によってこの世から召し出されてくる。この信者を整え、神への奉仕

という使命を果たすように導くには、キリストの弟子として十字架を負い主に従う指導者層が確立され

なければならない。整えられ愛し合い一致した教会こそ神の栄光が現され成長する。 
４ ．  隣 人 に 対 す る 愛 に 基 づ い た 執 り 成 し と 伝 道 の 実 践  

神を愛する人は人をも愛し、行いを伴う信仰を持つ。真理を知らず罪と咎によって苦しんでいる人々を

愛し、執り成し、福音を伝えることによってこそクリスチャンは成長し、祝福される。 
５ ．  地 域 と 社 会 に 貢 献 す る 魅 力 的 な 教 会 員 の 歩 み と 家 族 形 成  

教会と教会員の活動・事業・啓発運動を展開し、社会に影響を与えながら、同時に愛し合う家族を形

成し、接する人々に福音を現していくことが、日本のリバイバルに必要であると私たちは信じる。 
 
 

 

今 週 の 聖 書  

千葉
キリ

教会
の

理念 
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